
教育委員会の会議録
☆教育委員会の会議録につきましては、右の二次元コードから教育委員会ホームページの該当ページでご確認いただけます。

教育委員会の開催予定日
■日程　４月28日（火）　５月25日（月）　６月29日（月）
■時間　午後２時から
■場所　蒲田五丁目３７番１号 ニッセイアロマスクエア５階 教育委員会室

▲ 教育委員会の
　 会議録

教育総務課 庶務係　TEL ： 03‒5744‒1422　FAX ： 03‒5744‒1535問合先

教育総務課 庶務係　TEL ： 03‒5744‒1422　FAX ： 03‒5744‒1535問合先

令和�年度
教育予算 笑顔とあたたかさあふれる未来を創り出す力を育てます

　令和８年度の大田区一般会計予算の総額は３,６８５億円、そのうち教育関係予算は607億円（総額の16.5％）となっています。
　今年度は、大田区の教育分野の基本計画である『おおた教育ビジョン（令和６～10年度）』の中間年にあたります。教育
委員会では、子育て・教育が区政の最重要課題の一つであることを踏まえるとともに、おおた教育ビジョンが掲げる理念
「笑顔とあたたかさあふれる未来を創り出す力を育てます」を実現するため、各施策に取り組みます。

詳細は、大田区ホー
ムページからご覧
いただけます。

▶ OGCルームを活用した授業 ▶ シビック・アクションの取組▶ キャリア探究の取組▶ ALTを効果的に活用した授業の様子

▶ 学びの多様化学校（学校型）の
鳥瞰イメージ

▶ 合同部活動（O.T.A.Dance Team）の様子

▶ こどもバスケットボールクラブの様子

▶ ラーニング
    コモンズ
    イメージ図

▲学習室

　区独自の国際教育として実施しているおおたグローバルコミュニケーション
（OGC）を推進し、英語力の向上と豊かな国際感覚をはぐくむ教育を推進します。

国際都市おおたを担う人材の育成

一人ひとりの個性と能力を伸ばす教育環境の整備

個性と能力を発揮するため
の基礎となる力の育成

　区では、障がいのある児童・生徒の自立や社
会参加に向けた主体的な取り組みを支援する
という視点に立ち、児童・生徒一人ひとりの教
育的ニーズを把握し、それに対応した適切な
指導や支援を行うために、特別支援学級（固
定学級）を設置しています。
　知的発達に遅れがなく、自閉症や情緒障が
いにより在籍学級での学習に適応することが
困難な状況にある児童・生徒の学びの場とし
て、「自閉症・情緒障害特別支援学級」を令和８
年４月に道塚小学校に開設します。小学校は大
森東小学校、嶺町小学校に続き３校目の開設
となります。
　なお、令和９年度には松仙小学校に小学校
17校目となる、知的障害特別支援学級の開設
を予定しています。

学務課 学事係　TEL ： 03‒5744‒1429　FAX ： 03‒5744‒1536問合先

学務課 特別支援教育担当　問合先
TEL ： 03‒5744‒1440　
FAX ： 03‒5744‒1536

学校にかかる費用の一部を支給します（就学援助）

「第三回おおた地球さんご賞」作文・エッセイコンクール入賞作品・入賞者発表

特別支援学級の新設

令和�年�月�日開設

道塚小学校

援助内容

申請方法

①生活保護を受けている（要保護認定者）
②同一生計を営む世帯全員の令和７年中の総所得金額等が認定基準所得金額に満たない（準要保護認定者）
※直近で家計が急変した世帯については、問合先までご相談ください。

対象

●認定された場合は、下表のア・イの援助が受けられます。ただし、認定区分・学年及び申請月によって費目
　や支給額は異なります。
●要保護認定者（生活保護受給者）の方は、下表のアの費目について生活保護費から支給されるため就学
　援助での支給はありません。
●就学援助は、認定された方に就学援助費を支給するものであり、教材費等の学校納付金が免除されるもの
　ではありません。学校からの案内を確認の上、お支払いください。

　４月上旬に学校から配布する「令和８年度就学援助費受給申請書」を期日までに学校へ提出してください。なお、
大田区以外の区市町村立及び国立・都立・私立小中学校に通っている場合は、下記までお問い合わせください。

※認定基準所得金額は、家族の
　年齢構成等によって異なります。
　表の金額は、あくまで目安です。

《認定基準所得金額の目安》 世帯人数

給与所得の目安
収入の目安（参考）

5人

489万円
666万円

4人

407万円
563万円

3人

363万円
509万円

2人

302万円
433万円

○給食費　　○学用品費　　○新入学用品費　　○体育実技費（購入者のみ）
○通学費（特別支援学級（固定）通学者のみ）

○校外授業費　　○移動教室参加費（参加者のみ）　　○修学旅行参加費（参加者のみ）
○クラブ活動費（小学校第４～６学年のみ）　○卒業アルバム費（購入者のみ）　○医療費（対象疾病のみ）

※上記費目について、保護者の負担がない場合は支給対象外となります。
※新入学用品費について
　新入学用品費は、入学前に支給を行っています。令和９年４月に中学校へ入学するこどもがいて、入学前に
　受給を希望する場合は、小学校第６学年の時点で就学援助の申請を行ってください。

ア

イ

教育総務課 教育地域力推進担当　TEL ： 03‒5744‒1447　FAX ： 03‒5744‒1535問合先

大田図書館　TEL ： 03‒3758‒3051　FAX ： 03‒3758‒3625問合先

　こどもたちの水や環境問題に対する意識を高めるきっかけとなることを目的に
募集した「第三回おおた地球さんご賞」作文・エッセイコンクールの入賞者が決定
しました。今年度は447作品（小学生115作品、中学生332作品）のご応募があり
ました。

　このコンクールは、令和４年度に福岡県でスタートした「地球さんご賞」事業の
大田区版であり、大田区では３年目となります。今年度は全国９か所（福岡県、岡山
県、静岡県、富山県、宮崎県、佐賀県、大分県、沖縄県、大田区）で実施しています。

主催：一般社団法人水のもり文化プロジェクト
共催：大田区教育委員会

　「第13回大田区図書館を使った調べる学習コンクール」
を開催しました。このコンクールでは、身近な疑問や不思議
に思うこと、興味があることなど自由にテーマを決めて、ど
のように調べ、その結果何がわかったかを作品としてまとめ
るものです。
　令和７年度は、区内の小・中・高校生から1,169点の応募を
いただき、小学生の部から14点、中学・高校生の部から４点を
入選作品に選定し、第29回全国コンクール（主催：公益財団
法人図書館振興財団、後援：文部科学省、観光庁、総務省ほ
か）へ推薦しました。

▶ 表彰式の様子

▶ 詳細はこちらから

区内在住の小中学生の保護者で、下記のいずれかに該当する方

【優良賞】
中治ひより（相生小学校５年）
望月航（私立明治大学付属明治中学校２年）
石原歩佳（高等学校２年）

【奨励賞】
倉田莉子（東六郷小学校３年）
瀬戸健太（大森第十中学校２年）
向井悠乃（私立桜蔭中学校３年）

図 書 館 を 使 っ た 調 べ る 学 習 コ ン ク ー ル 全国コンクール入選結果

　ネイティブ・スピーカーが毎日
学校にいる環境にします。

外国語教育指導員(ALT)の
区立全小中学校に常駐配置

　公費負担で受験する学年を、区立中学
第３学年に加えて第２学年も実施します。

英検（実用英語技能検定）
公費受験対象の拡大

●不登校対応分教室「（仮称）みらいチャレンジ」
　の設置等【新規】
　校内設置型の不登校対応分教室を区立中学
校１校に設置し、不登校生徒が安心して学校生
活を送ることができるよう、実態に応じた支援
や配慮した教育を実施します。

●学びの多様化学校（学校型）の整備
　（実施設計）
　ふれあいはすぬま跡に新築により設置し、
令和13年度の開
校を目指します。
令和８年度は、施
設整備の実施設
計を進めます。

不登校施策の推進
　区立小中学校に通うすべての児童・生徒を対象に、
これまで家庭に負担していただいていた補助教材な
どに係る費用を公費で負担することで、子育てを社会
全体で支えます。

教材費等の無償化【新規】

　区立中学校において、実社会から
「探究課題」を設定し、課題解決や新
たな価値の創造にチャレンジする学
習を行います。令和11年度からの区
立全中学校実施に向け、令和８年度は
４校で研究実践します。

中学校版「おおたの未来づくり」の実施
によるSTEAM教育の推進

　学習習慣と基礎学力の定着、
放課後こども教室を活用した勉強
サポートを本格実施します。

放課後こども教室における
自主学習支援の
区立全小学校実施

こどもの成長を支えるための地域づくり 学校における働き方改革の推進

創造的な力の育成

7億8,393万円

１億5,475万円

８億8,735万円

　登校時間までの間、学校内で安全・安
心に児童が過ごせるよう、午前７時30分
から居場所の確保と見守りを行います。

小学校における朝の居場所づくり 　校庭や体育館などを貸出す
地域開放事業の外部委託を
区立全中学校に拡大し、学校
の業務負担軽減及び利用者
の利便性向上を図ります。

学校施設の地域開放外部委託

1億1，965万円

　多様な学びの場と機会の充実に向けた
取組として、令和９年度に松仙小学校に
知的障害特別支援学級を開設するための
環境を整備します。

特別支援教育の推進 533万円

　学校施設の更新を計画的に進め、児童・生徒により良い学習環境を提供します。

学校施設の改築 183億1,914万円

１億713万円

2,013万円

6,075万円

OGCルーム
（海外体験ルーム）
新たに５校設置！

≪改築校等一覧23校≫
◆入新井第一小学校
◆赤松小学校
◆東調布第三小学校
◆矢口西小学校
◆安方中学校
◆入新井第二小学校
◆馬込第三小学校
◆田園調布小学校

◆東調布中学校
◆馬込東中学校
◆中萩中小学校
◆石川台中学校
◆萩中小学校
◆出雲中学校
◆大森第五小学校
◆雪谷小学校

◆糀谷中学校
◆北糀谷小学校
◆池雪小学校
◆六郷中学校
◆西六郷小学校
◆大森第八中学校
◆蒲田中学校

　新たに２校で「学校内学童保育」を開設
します。
　また、学童の受け皿となる居場所環境を
整備するため、午後６時まで学校内で安全・
安心に過ごすことができる「放課後こども
教室プラス」を７校で試行実施します。

児童の安全・安心な放課後の居場所の
拡充

　学校と地域がともに学校運営に取り
組む制度であるコミュニティ・スクール
（学校運営協議会設置校）を令和８年度中
に区立全小中学校に導入します。

コミュニティ・スクールの全校導入
28億7,066万円 2,435万円

　区立全中学校を対象に計
114部活動の指導を事業者へ
委託するなどして、学校の実態
に応じた「部活動の地域連携・
地域展開」に取り組みます。

部活動の地域連携・地域展開の拡充(ハイブリッド型モデル事業
の区立全中学校での実施等) ６億9,349万円

4,290万円
※予定が変更になる場合があります。
　傍聴を希望する方は、あらかじめ下記問合先へご確認ください。
※手話通訳・要約筆記が必要な方は開催日１週間前までに、その他特別な配慮が
　必要な方は事前にご連絡ください。
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1面 ・令和８年度教育予算
2面 ・区議会第１回定例会　教育長所信表明
 ・こどもと教育長・教育委員の意見交換会を開催しました！
３面 ・令和７年度大田区教育委員会　教育実践功労者表彰
 ・令和７年度文部科学大臣優秀教職員表彰
4面 ・学校にかかる費用の一部を支給します（就学援助）
 ・特別支援学級の新設
 ・「第三回おおた地球さんご賞」作文・エッセイコンクール
   入賞作品・入賞者発表
　　 ・図書館を使った調べる学習コンクール

今号の主な内容



教育総務課 庶務係　TEL ： 03-5744-1422　FAX ： 03-5744-1535問合先

指導課 教職員担当　TEL ： 03-5744-1437　FAX ： 03-5744-1665問合先

　教育委員会では、区の教育の発展に貢献し、優れた教育実践を行った教員を「教育実践功労者」としてその功績をたたえ、毎年表彰しています。令和７年度は、
教員経験が 10 年未満の方を対象とする「若手教員奨励賞」と、複数人での取組みを対象とする「グループ表彰」を新設し、合計 21 名の方を表彰しました。今後
も教員の皆様には、大田区の教育のためにご尽力いただき、教育委員会としても、こどもたちの健やかな成長を支えていきたいと願っています。
　受賞者のコメント（上段）・表彰理由（下段）を紹介します。

令和８年区議会第１回定例会（２月１3日）、小黒教育長が登壇し、所信表明をいたしました。

受賞コメント
　こどもたちの実態やニーズに合った指
導や実践を積み重ねてまいりました。今
後もその歩みを大切にし、こどもたちの
成長を支えていきます。

表彰理由

（大森東小学校）
芳賀 玲子　指導教諭
は  が   れい こ

受賞コメント
　支えてくれた人への感謝を忘れず、こ
れからも生活指導主任として、心が満た
されたこどもたちで学校をいっぱいにで
きるよう励みます。

表彰理由
　前任校を含め��年間、教務主幹および
生活指導主幹を務めた。生活指導主幹と
して、いじめ問題や不登校児童への対応、
問題行動への対処を組織的に推進した。
生活指導主任会や区の施策推進におい
てもリーダーシップを発揮した。

（入新井第一小学校）
首藤 涼一郎　主幹教諭
しゅ とう  りょういちろう

受賞コメント
　難聴･言語障害教育の分野で､悩みな
がらもこどもの成長や笑顔に支えられて
これまで学び得てきたことを､後進に引き
継いでまいります。

表彰理由
　��年間にわたり言語指導が必要な児
童へ通級指導を行い、構音や吃音で悩む
児童に寄り添い成果を積み重ねてきた。
通常学級との橋渡しを丁寧に進め、難
聴・言語領域の若手教員の育成の模範と
なり、全国公立学校難聴・言語障害教育
研究協議会東京大会でも尽力した。

（入新井第一小学校）
福井 和子　主任教諭
ふく  い   かず こ

受賞コメント
　周りの支えがあって今があると感じて
います。これからも、こどもたちが自分ら
しいキャリアを描けるよう、未来につなが
る学びを大切にしていきます。

表彰理由
　東京都教育委員会による特別活動カン
ファレンスで、「キャリア形成と自己実現」
を在籍校の実践として広く伝えた。発表
は都のホームページに掲載され、令和６
年度の全国大会で「外部人材を生かした
キャリア教育」を通じて「おおたの未来づ
くり」を全国へ紹介した。

（北糀谷小学校）
石井 あゆ美　主任教諭
いし い              み

受賞コメント
　今後も「おおたの未来づくり」を通し、こ
どもたちが主体的に学習に向かうことが
できるよう研鑽を積んでまいります。

表彰理由
　在籍校では「おおたの未来づくり」の研
究主任として、校内の理解と実践の共有
を推進した。主体的・対話的な学習を重
視し、児童の学習意欲と内容の定着を高
めた。令和６年度のエリア協議会では発
表担当校として全体を統括し、他校教員
への指導力向上にも寄与した。

（西六郷小学校）
高橋 さや香　主任教諭
たかはし             か

受賞コメント
　たくさんの先生方と出会い、よりよい教
育を求め一歩一歩研鑽を積んできまし
た。今後も挑戦を続け、こどもと共に成長
していきます。

表彰理由
　大田区教育研究会体育科の副部長と
して授業研究を推進し、授業を校内外へ
公開して若手教員の育成に寄与した。丁
寧な計画に基づく指導で児童の主体性
を高め、大田区立小学校教育研究会の
体育部および学校全体の指導力向上に
つなげた。

（六郷小学校）
鍛田 圭佑　主幹教諭
かじ  た   けいすけ

受賞コメント
　管理職や多くの教職員の皆様に支えら
れながら、こどもの心身の健康に寄り
添ってまいりました。この名誉ある賞に恥
じぬよう、精進いたします。

表彰理由

（西六郷小学校）
廣田 由紀　主任養護教諭
ひろ  た    ゆ  き

受賞コメント
　こどもたちが「学ぶ意義」を実感し、明
るい未来を創造することができるように、
自分のすべきことは何かを模索してまい
ります。

表彰理由
　令和６年度から大田区教育委員会教
育研究推進校の研究主任として、環境教
育のカリキュラム作成を推進。併せて、「お
おたの未来づくり」の研究開発にも寄与
し、中学生が社会課題を自分事として考
え実践する探究を深めた。連合演劇の運
営も主導した。

（大森第六中学校）
庭野 友里子　主幹教諭
にわ の     ゆ   り   こ

受賞コメント
　これまでお世話になった先輩方の背中
を、なんとか追い続けてきました。これか
らは、追いかけたいと思ってもらえる背中
を見せられるよう、精進します。

表彰理由

（おなづか小学校）
吉羽 顕人　主幹教諭
よし  ば   けん  と

受賞コメント
　不登校支援に尽力している御園中、大
田区に多くのことを学ばせていただきま
した。感謝の心を忘れず、これからも精進
してまいります。

表彰理由

（御園中学校）
進藤 陽子　主任教諭
しんどう   よう  こ 若手教奨励賞

受賞コメント
　地域・企業との連携で学びを広げ、駅
伝大会ではこどもの挑戦を支えてきまし
た。今後もこどもたちの成長に寄り添う
実践に努めます。

表彰理由
　令和４年度から令和６年度まで研究し
ていた「おおたの未来づくり」について、地
域を生かしたカリキュラム開発に果敢に
取り組んだ。研究発表において、自立した
学習者の育成についての事例研究を行
い、その成果は在籍校のみならず、多くの
教員の参考となった。

（入新井第一小学校）
浅野 晃史　主任教諭
あさ の   あきふみ

若手教奨励賞

受賞コメント
　大田区の未来を創るこどもたちの育成
に貢献できていることに、感謝と誇りを感
じています。今後も目の前の生徒と向き
合っていきます。

表彰理由
　令和５年度・令和６年度の教育研究推
進校の研究において、探究的な学びの分
科会の長を務めた。学習用タブレットを活
用し、学習者主体の授業を推進して区内
へ広く発表した。研究発表終了後も学習
者主体の授業づくりを継続し、他教員の
模範となった。

（雪谷中学校）
鈴木 奏登　教諭
すず  き    たく  と グループ表彰

受賞コメント
　『未来を創り出す「食」プロジェクト』と
して大学や企業と連携し、児童が献立を
考案して発信しました。今後も地域の課
題解決に向けて励んでまいります。
表彰理由

（大森第三小学校）
持田 哲郎　教諭、金子 光稀　教諭、
神谷 優香　教諭

もち だ  てつろう かね こ   みつき

かみ や  ゆう か

グループ表彰

受賞コメント
　一人ひとりが主役の学びを。自由進度
学習を軸に、こどもが将来にわたって自
走する学びを学校全体でこれからも追究
してまいります。
表彰理由

おなづか小学校　杉山 史典 主任教諭
　毎年教育研究論文を発表し、教師の指導力や
児童の学力向上に貢献しました。
　また、都教育研究会においても授業研究委員
として研究を進めるなど、算数科教育の推進力
向上に尽力しました。

東糀谷小学校教職員一同
　「地域とともにある学校」を目指し、
地域学校協働本部を中心に大田区独
自教科「おおたの未来づくり」を実
施するなど、特色ある学校づくりを
推進しました。

（入新井第一小学校）
榎 英子　主任教諭、
鈴木 美咲　教諭

えのき  はな こ

すず き    み さき

グループ表彰

受賞コメント
　学校をよりよくしたいというこどもたち
の思いを大切に活動してきました。こども
の声を大切にして、今後も楽しい学校づく
りに励んでいきます。
表彰理由

　児童会活動の担当として「みんなの学
校 みんなで大作戦」を計画・実践した。児
童主体の活動が学校教育目標の実現に寄
与し、文部科学省の資料では学習指導要
領改訂に係る業務の参考事例となった。

（北糀谷小学校）

山﨑 智之　主任教諭、
鎌田 千恵　主任教諭、
岡村 和哉　教諭

やまざき  ともゆき

かま た    ち   え

おかむら  かず や

受賞コメント
　これからも、こどもたちが地域との繋が
りを大切にし、学校での学びを生かし楽し
く未来を創生していけるように努めてま
いります。

表彰理由
　在籍校では「おおたの未来づくり」の全
体計画を牽引した。地域の商店街や町会
と連携して授業実践を展開し、新商品の
開発・販売を実現した。校内研究の充実
と教員の意欲向上を促し、地域創生につ
なげた。地域の募金活動や防災訓練な
ど、校外の活動にも主体的に取り組んだ。

（仲六郷小学校）
管井 美佳　主任教諭
すが  い    み   か

令和７年度大田区教育委員会  教育実践功労者表彰

こどもと教育長・教育委員の意見交換会を開催しました！

教育総務課 経営計画担当　TEL ： 03‒5744‒1423　FAX ： 03‒5744‒1535問合先

令和７年８月28日（木）
区立中学校に在籍する第２学年生徒９名、教育長、教育委員
①大田区の外国語教育について ②タブレット端末の活用について

①大田区の外国語教育について
【意   見】授業中に英語で対話する時間をもっと増やしてほしい。
【考え方】引き続き取り組んでいきます。

　教育委員会では、英語の学習を通じて「話す」「聞く」「読む」「書く」の４つの力をバランス
よく伸ばしていくために、英語を活用した対話機会の充実が重要と考えています。教育委員
会は、外国語教育指導員をより効果的に活用できるようになるための教員研修を実施するな
ど、英語を活用した対話機会がさらに増えるよう、学校と協力しながら取り組んでいきます。

②タブレット端末の活用について
【意   見】タブレット端末の使い方のルールを知る機会が少ないと感じるので、生徒みんなが
　　　  ルールを知って理解できるように先生から説明する時間を設けてほしい。
【考え方】今後の取組の参考にします。

　教育委員会は、全ての校長先生が集まる会議において、タブレット端末の使用ルールについ
て、生徒に対して改めて確認や指導などを行うよう周知しました。みんながルールについて知
るとともに主体的にルールについて考え見直ししていくことができるような取組について、教
育委員会と学校が協力しながら考えていきます。

生徒からの意見に対する教育委員会の考え方をお答えします。（一部抜粋）

開催日

参加者

テーマ

▲ 意見交換の様子

▲ グループワークの様子

左記以外の意見と
それらに対する
教育委員会の考え方に
ついては、こちらの二次元コード
からご覧ください。

後列左から
持田教諭、金子教諭、神谷教諭、
榎主任教諭、山﨑主任教諭、
鎌田主任教諭、岡村教諭
中列左から
廣田主任養護教諭、管井主任
教諭、吉羽主幹教諭、庭野主幹
教諭、進藤主任教諭、浅野主任
教諭、鈴木教諭（雪谷中学校）
前列左から
芳賀指導教諭、首藤主幹教諭、
福井主任教諭、石井主任教諭、
鍛田主幹教諭、高橋主任教諭
上部左上
当日公務のためご欠席
鈴木教諭（入新井第一小学校）

令和７年度 文部科学大臣優秀教職員表彰

区議会第１回定例会　教育長所信表明

　令和８年はおおた教育ビジョンの中間年に当たり
ます。教育委員会ではこどもたちの可能性を引き出
し、笑顔あふれる未来社会の形成者として創造的
に生きる力を育てる施策を推進しております。その
成果がこどもたちの生き生きと活動する姿となって
随所で見られるようになってきた事例を紹介します。
国際教育に取り組む調布大塚小学校児童の姿
　参観した授業では「カンボジアをどのように支援する
か」というテーマで、児童が各国の代表の立場に立っ
て模擬国際会議を開いて考えを発表していました。
　フランス代表役の児童の「生活基盤の整備に５～６
兆円の援助を行う。」という発表に対して、外資系会
社の授業協力者の方が「高額であり国民は了解する
のか。」と問いかけたところ、児童は即座に「ＧＤＰの
３％ほどなので可能だと思う。」と答えていました。
　私は、児童が国のＧＤＰを根拠に質問に即答した
ことに驚きを感じました。きっと、授業協力者の方か
ら情報を得たり、自分で調べたりして、考えが自分の
ものになっていたからだと思います。
　国際社会の課題に目を向け考える学習は、未来
社会を生きるこどもたちに大切かつ必要なことであ
り、さらなる充実を図ってまいります。
オーストラリアに派遣された生徒の姿
　令和７年度から生徒の海外派遣先の一つをオー
ストラリアのジューンダラップ市に変更しました。
　現地における交流の最後に、半被を着て大田区の
「すっきり音頭」を一緒に踊りました。リズムも振りも
全く初めてのもので、ぎこちない様子の現地生徒も、
一緒に踊るうちに楽しそうに踊り始め、やがて日本と
オーストラリアの盆踊りの輪が出来上がりました。
　少し大げさですが、その姿に異文化理解の道筋

を見たように思いました。異なる文化の中で育っても
伝えようとする気持ちがあれば通じ合えることを生徒
たちは身をもって体験しているように思いました。
自由進度学習に取り組む
入新井第一小学校児童の姿
　学期に一度、学習課題や方法を自ら選択して進め
る自由選択制の学習に取り組む中で、思い思いの場
所で興味をもった課題について主体的に探究するこ
どもの姿が見られました。
　都道府県について調べる学習や日本の四季の学
習では、各都道府県の産物や資料、四季折々の風物
や写真などのコーナーが設けられ、まるで小さな博物
館のようでした。
　このように、教師が熱意をもって資料を集め教材研究
を深めることで、こどもたちの探究活動は深まっていきま
す。そして、その熱意を引き出しているのは、一生懸命に
課題を探究するこどもたちの姿であると感じました。

　次に、今年、教育委員会が特に力を入れたい重点
施策を申し上げます。
コミュニティ・スクールの
区立小中学校８７校全校での実施
　現在６２校がコミュニティ・スクールとして地域力を生
かした学校づくりを進めています。地域の方とともにこど
もを育てる中で、こどもたちが健やかに成長できる大田
区の特色を生かした教育環境を創りあげてまいります。
こどもたちが安心して過ごせる場の拡充
　こどもと保護者の安心につながる取組として、区立
小学校で７時半から始業までの朝の時間を学校内で
過ごせるよう取り組んでまいります。
こどもたちの学力の向上
　全校の指導訪問による授業改善や放課後こども教
室における自主学習支援など、こどもたちが学習に意欲
と自信が持てるよう丁寧な学習指導を行い、落ち着いて
学習に取り組む環境をさらに充実していきます。

自分らしく生き生きといきるための学びの支援
　個々の教育ニーズに応じた多様な学習の場を充
実させ、こどもが学び、成長する環境を一層拡充しま
す。また、教育相談、支援体制を充実させ、こどもの
命と成長が大切にされる教育環境を、区民の方の協
力をいただきながら築いていきたいと思っています。
中学校における「おおたの未来づくり」の
実施によるＳＴＥＡＭ教育の推進
　先日、参観した大森第六中学校の研究発表で
は、１～３年生までが一緒になってシビックアクション
を起こしながら探究を深めており、中学生ならでは
の探究の広さや深さには目を見張るものがありまし
た。令和８年度は、研究実践校を２校から４校に増や
し、令和11年度からの全中学校での実施を目指し
てまいります。

　教育委員会は、昨年、初めての試みとして教育委
員と中学生との懇談会を２回行いました。
　中学生の言葉から『中学生は、受け身ではなく、
主体的に学び、動きたがっている。』という印象を強
く受けました。
　未来社会は予測困難な社会であると言われます
が、自らこうありたいと思い描き、多くの方 と々共有
し実現に向けて取り組む試行錯誤の中で未来が形
作られるように思います。
　教育は、こどもたちの未
来を創り出す営みであり、
教育委員会は、一層の創意
と工夫をもって、「笑顔とあ
たたかさあふれる未来を創
り出す力を育てます」という
おおた教育ビジョンの理念
に基づく教育施策を着実に
推進してまいります。

▶

小黒仁史　教育長

　東京都教職員研修センターの依頼に応
じ、特別支援教育に関する専門性向上研
修などの講師を複数回務めた。大田区初
の自閉症・情緒障害特別支援学級で指導
と学級経営を実践した。新設校教職員へ
の指導と体験授業を牽引し、特別支援教
育コーディネーター研修講師も務めた。

　全学年で健康教育を推進し、地域の健
康課題解決に向けて連携を整備した。不
登校対応では校内別室指導など、特別支
援教育コーディネーターとして支援方策
を学校全体で進めた。令和７年度東京都
学校保健研究会では、都内の養護教諭の
不登校対策推進に係る模範となった。

　教務主任として特色ある教育課程の編
成・実施を推進した。ICT活用により働き
方改革を進め、教員の在校時間を削減し
つつ学校評価を維持した。自主研修会を
実施して指導力向上に努め、「明日も行こ
うと思える楽しい学校づくり」の実現に貢
献した。多数の執筆の実績がある。

　第３学年主任および登校支援コーディ
ネーターとして、優れた生徒指導を実践
した。校内別室の利用推進と外部機関と
の連携による教育相談を充実させ、都・
区・校内の生徒指導の発展に寄与した。
ICTを活用し、思考力・判断力・表現力を
育成する問題解決学習に取り組んだ。

　６年生の「おおたの未来づくり」で東邦
大学の研究室と連携した授業開発に取り
組んだ。企業連携による「元気���倍ピ
ザ」の販売を通じ、地域創生へ大きく寄与
するとともに、他校の参考となるカリキュ
ラム開発を実践した。

　誰一人取り残さない個別最適な学び
の充実を目指す研究として、単元内自由
進度学習の可能性を探究した。成果を区
内外へ発信し、指導方法を見つめ直す機
会を提供した。児童には自分のペースで
学ぶ喜びと充実感を広く届けた。
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教育総務課 庶務係　TEL ： 03-5744-1422　FAX ： 03-5744-1535問合先

指導課 教職員担当　TEL ： 03-5744-1437　FAX ： 03-5744-1665問合先

　教育委員会では、区の教育の発展に貢献し、優れた教育実践を行った教員を「教育実践功労者」としてその功績をたたえ、毎年表彰しています。令和７年度は、
教員経験が 10 年未満の方を対象とする「若手教員奨励賞」と、複数人での取組みを対象とする「グループ表彰」を新設し、合計 21 名の方を表彰しました。今後
も教員の皆様には、大田区の教育のためにご尽力いただき、教育委員会としても、こどもたちの健やかな成長を支えていきたいと願っています。
　受賞者のコメント（上段）・表彰理由（下段）を紹介します。

令和８年区議会第１回定例会（２月１3日）、小黒教育長が登壇し、所信表明をいたしました。

受賞コメント
　こどもたちの実態やニーズに合った指
導や実践を積み重ねてまいりました。今
後もその歩みを大切にし、こどもたちの
成長を支えていきます。

表彰理由

（大森東小学校）
芳賀 玲子　指導教諭
は  が   れい こ

受賞コメント
　支えてくれた人への感謝を忘れず、こ
れからも生活指導主任として、心が満た
されたこどもたちで学校をいっぱいにで
きるよう励みます。

表彰理由
　前任校を含め��年間、教務主幹および
生活指導主幹を務めた。生活指導主幹と
して、いじめ問題や不登校児童への対応、
問題行動への対処を組織的に推進した。
生活指導主任会や区の施策推進におい
てもリーダーシップを発揮した。

（入新井第一小学校）
首藤 涼一郎　主幹教諭
しゅ とう  りょういちろう

受賞コメント
　難聴･言語障害教育の分野で､悩みな
がらもこどもの成長や笑顔に支えられて
これまで学び得てきたことを､後進に引き
継いでまいります。

表彰理由
　��年間にわたり言語指導が必要な児
童へ通級指導を行い、構音や吃音で悩む
児童に寄り添い成果を積み重ねてきた。
通常学級との橋渡しを丁寧に進め、難
聴・言語領域の若手教員の育成の模範と
なり、全国公立学校難聴・言語障害教育
研究協議会東京大会でも尽力した。

（入新井第一小学校）
福井 和子　主任教諭
ふく  い   かず こ

受賞コメント
　周りの支えがあって今があると感じて
います。これからも、こどもたちが自分ら
しいキャリアを描けるよう、未来につなが
る学びを大切にしていきます。

表彰理由
　東京都教育委員会による特別活動カン
ファレンスで、「キャリア形成と自己実現」
を在籍校の実践として広く伝えた。発表
は都のホームページに掲載され、令和６
年度の全国大会で「外部人材を生かした
キャリア教育」を通じて「おおたの未来づ
くり」を全国へ紹介した。

（北糀谷小学校）
石井 あゆ美　主任教諭
いし い              み

受賞コメント
　今後も「おおたの未来づくり」を通し、こ
どもたちが主体的に学習に向かうことが
できるよう研鑽を積んでまいります。

表彰理由
　在籍校では「おおたの未来づくり」の研
究主任として、校内の理解と実践の共有
を推進した。主体的・対話的な学習を重
視し、児童の学習意欲と内容の定着を高
めた。令和６年度のエリア協議会では発
表担当校として全体を統括し、他校教員
への指導力向上にも寄与した。

（西六郷小学校）
高橋 さや香　主任教諭
たかはし             か

受賞コメント
　たくさんの先生方と出会い、よりよい教
育を求め一歩一歩研鑽を積んできまし
た。今後も挑戦を続け、こどもと共に成長
していきます。

表彰理由
　大田区教育研究会体育科の副部長と
して授業研究を推進し、授業を校内外へ
公開して若手教員の育成に寄与した。丁
寧な計画に基づく指導で児童の主体性
を高め、大田区立小学校教育研究会の
体育部および学校全体の指導力向上に
つなげた。

（六郷小学校）
鍛田 圭佑　主幹教諭
かじ  た   けいすけ

受賞コメント
　管理職や多くの教職員の皆様に支えら
れながら、こどもの心身の健康に寄り
添ってまいりました。この名誉ある賞に恥
じぬよう、精進いたします。

表彰理由

（西六郷小学校）
廣田 由紀　主任養護教諭
ひろ  た    ゆ  き

受賞コメント
　こどもたちが「学ぶ意義」を実感し、明
るい未来を創造することができるように、
自分のすべきことは何かを模索してまい
ります。

表彰理由
　令和６年度から大田区教育委員会教
育研究推進校の研究主任として、環境教
育のカリキュラム作成を推進。併せて、「お
おたの未来づくり」の研究開発にも寄与
し、中学生が社会課題を自分事として考
え実践する探究を深めた。連合演劇の運
営も主導した。

（大森第六中学校）
庭野 友里子　主幹教諭
にわ の     ゆ   り   こ

受賞コメント
　これまでお世話になった先輩方の背中
を、なんとか追い続けてきました。これか
らは、追いかけたいと思ってもらえる背中
を見せられるよう、精進します。

表彰理由

（おなづか小学校）
吉羽 顕人　主幹教諭
よし  ば   けん  と

受賞コメント
　不登校支援に尽力している御園中、大
田区に多くのことを学ばせていただきま
した。感謝の心を忘れず、これからも精進
してまいります。

表彰理由

（御園中学校）
進藤 陽子　主任教諭
しんどう   よう  こ 若手教奨励賞

受賞コメント
　地域・企業との連携で学びを広げ、駅
伝大会ではこどもの挑戦を支えてきまし
た。今後もこどもたちの成長に寄り添う
実践に努めます。

表彰理由
　令和４年度から令和６年度まで研究し
ていた「おおたの未来づくり」について、地
域を生かしたカリキュラム開発に果敢に
取り組んだ。研究発表において、自立した
学習者の育成についての事例研究を行
い、その成果は在籍校のみならず、多くの
教員の参考となった。

（入新井第一小学校）
浅野 晃史　主任教諭
あさ の   あきふみ

若手教奨励賞

受賞コメント
　大田区の未来を創るこどもたちの育成
に貢献できていることに、感謝と誇りを感
じています。今後も目の前の生徒と向き
合っていきます。

表彰理由
　令和５年度・令和６年度の教育研究推
進校の研究において、探究的な学びの分
科会の長を務めた。学習用タブレットを活
用し、学習者主体の授業を推進して区内
へ広く発表した。研究発表終了後も学習
者主体の授業づくりを継続し、他教員の
模範となった。

（雪谷中学校）
鈴木 奏登　教諭
すず  き    たく  と グループ表彰

受賞コメント
　『未来を創り出す「食」プロジェクト』と
して大学や企業と連携し、児童が献立を
考案して発信しました。今後も地域の課
題解決に向けて励んでまいります。
表彰理由

（大森第三小学校）
持田 哲郎　教諭、金子 光稀　教諭、
神谷 優香　教諭

もち だ  てつろう かね こ   みつき

かみ や  ゆう か

グループ表彰

受賞コメント
　一人ひとりが主役の学びを。自由進度
学習を軸に、こどもが将来にわたって自
走する学びを学校全体でこれからも追究
してまいります。
表彰理由

おなづか小学校　杉山 史典 主任教諭
　毎年教育研究論文を発表し、教師の指導力や
児童の学力向上に貢献しました。
　また、都教育研究会においても授業研究委員
として研究を進めるなど、算数科教育の推進力
向上に尽力しました。

東糀谷小学校教職員一同
　「地域とともにある学校」を目指し、
地域学校協働本部を中心に大田区独
自教科「おおたの未来づくり」を実
施するなど、特色ある学校づくりを
推進しました。

（入新井第一小学校）
榎 英子　主任教諭、
鈴木 美咲　教諭

えのき  はな こ

すず き    み さき

グループ表彰

受賞コメント
　学校をよりよくしたいというこどもたち
の思いを大切に活動してきました。こども
の声を大切にして、今後も楽しい学校づく
りに励んでいきます。
表彰理由

　児童会活動の担当として「みんなの学
校 みんなで大作戦」を計画・実践した。児
童主体の活動が学校教育目標の実現に寄
与し、文部科学省の資料では学習指導要
領改訂に係る業務の参考事例となった。

（北糀谷小学校）

山﨑 智之　主任教諭、
鎌田 千恵　主任教諭、
岡村 和哉　教諭

やまざき  ともゆき

かま た    ち   え

おかむら  かず や

受賞コメント
　これからも、こどもたちが地域との繋が
りを大切にし、学校での学びを生かし楽し
く未来を創生していけるように努めてま
いります。

表彰理由
　在籍校では「おおたの未来づくり」の全
体計画を牽引した。地域の商店街や町会
と連携して授業実践を展開し、新商品の
開発・販売を実現した。校内研究の充実
と教員の意欲向上を促し、地域創生につ
なげた。地域の募金活動や防災訓練な
ど、校外の活動にも主体的に取り組んだ。

（仲六郷小学校）
管井 美佳　主任教諭
すが  い    み   か

令和７年度大田区教育委員会  教育実践功労者表彰

こどもと教育長・教育委員の意見交換会を開催しました！

教育総務課 経営計画担当　TEL ： 03‒5744‒1423　FAX ： 03‒5744‒1535問合先

令和７年８月28日（木）
区立中学校に在籍する第２学年生徒９名、教育長、教育委員
①大田区の外国語教育について ②タブレット端末の活用について

①大田区の外国語教育について
【意   見】授業中に英語で対話する時間をもっと増やしてほしい。
【考え方】引き続き取り組んでいきます。

　教育委員会では、英語の学習を通じて「話す」「聞く」「読む」「書く」の４つの力をバランス
よく伸ばしていくために、英語を活用した対話機会の充実が重要と考えています。教育委員
会は、外国語教育指導員をより効果的に活用できるようになるための教員研修を実施するな
ど、英語を活用した対話機会がさらに増えるよう、学校と協力しながら取り組んでいきます。

②タブレット端末の活用について
【意   見】タブレット端末の使い方のルールを知る機会が少ないと感じるので、生徒みんなが
　　　  ルールを知って理解できるように先生から説明する時間を設けてほしい。
【考え方】今後の取組の参考にします。

　教育委員会は、全ての校長先生が集まる会議において、タブレット端末の使用ルールについ
て、生徒に対して改めて確認や指導などを行うよう周知しました。みんながルールについて知
るとともに主体的にルールについて考え見直ししていくことができるような取組について、教
育委員会と学校が協力しながら考えていきます。

生徒からの意見に対する教育委員会の考え方をお答えします。（一部抜粋）

開催日

参加者

テーマ

▲ 意見交換の様子

▲ グループワークの様子

左記以外の意見と
それらに対する
教育委員会の考え方に
ついては、こちらの二次元コード
からご覧ください。

後列左から
持田教諭、金子教諭、神谷教諭、
榎主任教諭、山﨑主任教諭、
鎌田主任教諭、岡村教諭
中列左から
廣田主任養護教諭、管井主任
教諭、吉羽主幹教諭、庭野主幹
教諭、進藤主任教諭、浅野主任
教諭、鈴木教諭（雪谷中学校）
前列左から
芳賀指導教諭、首藤主幹教諭、
福井主任教諭、石井主任教諭、
鍛田主幹教諭、高橋主任教諭
上部左上
当日公務のためご欠席
鈴木教諭（入新井第一小学校）

令和７年度 文部科学大臣優秀教職員表彰

区議会第１回定例会　教育長所信表明

　令和８年はおおた教育ビジョンの中間年に当たり
ます。教育委員会ではこどもたちの可能性を引き出
し、笑顔あふれる未来社会の形成者として創造的
に生きる力を育てる施策を推進しております。その
成果がこどもたちの生き生きと活動する姿となって
随所で見られるようになってきた事例を紹介します。
国際教育に取り組む調布大塚小学校児童の姿
　参観した授業では「カンボジアをどのように支援する
か」というテーマで、児童が各国の代表の立場に立っ
て模擬国際会議を開いて考えを発表していました。
　フランス代表役の児童の「生活基盤の整備に５～６
兆円の援助を行う。」という発表に対して、外資系会
社の授業協力者の方が「高額であり国民は了解する
のか。」と問いかけたところ、児童は即座に「ＧＤＰの
３％ほどなので可能だと思う。」と答えていました。
　私は、児童が国のＧＤＰを根拠に質問に即答した
ことに驚きを感じました。きっと、授業協力者の方か
ら情報を得たり、自分で調べたりして、考えが自分の
ものになっていたからだと思います。
　国際社会の課題に目を向け考える学習は、未来
社会を生きるこどもたちに大切かつ必要なことであ
り、さらなる充実を図ってまいります。
オーストラリアに派遣された生徒の姿
　令和７年度から生徒の海外派遣先の一つをオー
ストラリアのジューンダラップ市に変更しました。
　現地における交流の最後に、半被を着て大田区の
「すっきり音頭」を一緒に踊りました。リズムも振りも
全く初めてのもので、ぎこちない様子の現地生徒も、
一緒に踊るうちに楽しそうに踊り始め、やがて日本と
オーストラリアの盆踊りの輪が出来上がりました。
　少し大げさですが、その姿に異文化理解の道筋

を見たように思いました。異なる文化の中で育っても
伝えようとする気持ちがあれば通じ合えることを生徒
たちは身をもって体験しているように思いました。
自由進度学習に取り組む
入新井第一小学校児童の姿
　学期に一度、学習課題や方法を自ら選択して進め
る自由選択制の学習に取り組む中で、思い思いの場
所で興味をもった課題について主体的に探究するこ
どもの姿が見られました。
　都道府県について調べる学習や日本の四季の学
習では、各都道府県の産物や資料、四季折々の風物
や写真などのコーナーが設けられ、まるで小さな博物
館のようでした。
　このように、教師が熱意をもって資料を集め教材研究
を深めることで、こどもたちの探究活動は深まっていきま
す。そして、その熱意を引き出しているのは、一生懸命に
課題を探究するこどもたちの姿であると感じました。

　次に、今年、教育委員会が特に力を入れたい重点
施策を申し上げます。
コミュニティ・スクールの
区立小中学校８７校全校での実施
　現在６２校がコミュニティ・スクールとして地域力を生
かした学校づくりを進めています。地域の方とともにこど
もを育てる中で、こどもたちが健やかに成長できる大田
区の特色を生かした教育環境を創りあげてまいります。
こどもたちが安心して過ごせる場の拡充
　こどもと保護者の安心につながる取組として、区立
小学校で７時半から始業までの朝の時間を学校内で
過ごせるよう取り組んでまいります。
こどもたちの学力の向上
　全校の指導訪問による授業改善や放課後こども教
室における自主学習支援など、こどもたちが学習に意欲
と自信が持てるよう丁寧な学習指導を行い、落ち着いて
学習に取り組む環境をさらに充実していきます。

自分らしく生き生きといきるための学びの支援
　個々の教育ニーズに応じた多様な学習の場を充
実させ、こどもが学び、成長する環境を一層拡充しま
す。また、教育相談、支援体制を充実させ、こどもの
命と成長が大切にされる教育環境を、区民の方の協
力をいただきながら築いていきたいと思っています。
中学校における「おおたの未来づくり」の
実施によるＳＴＥＡＭ教育の推進
　先日、参観した大森第六中学校の研究発表で
は、１～３年生までが一緒になってシビックアクション
を起こしながら探究を深めており、中学生ならでは
の探究の広さや深さには目を見張るものがありまし
た。令和８年度は、研究実践校を２校から４校に増や
し、令和11年度からの全中学校での実施を目指し
てまいります。

　教育委員会は、昨年、初めての試みとして教育委
員と中学生との懇談会を２回行いました。
　中学生の言葉から『中学生は、受け身ではなく、
主体的に学び、動きたがっている。』という印象を強
く受けました。
　未来社会は予測困難な社会であると言われます
が、自らこうありたいと思い描き、多くの方 と々共有
し実現に向けて取り組む試行錯誤の中で未来が形
作られるように思います。
　教育は、こどもたちの未
来を創り出す営みであり、
教育委員会は、一層の創意
と工夫をもって、「笑顔とあ
たたかさあふれる未来を創
り出す力を育てます」という
おおた教育ビジョンの理念
に基づく教育施策を着実に
推進してまいります。

▶

小黒仁史　教育長

　東京都教職員研修センターの依頼に応
じ、特別支援教育に関する専門性向上研
修などの講師を複数回務めた。大田区初
の自閉症・情緒障害特別支援学級で指導
と学級経営を実践した。新設校教職員へ
の指導と体験授業を牽引し、特別支援教
育コーディネーター研修講師も務めた。

　全学年で健康教育を推進し、地域の健
康課題解決に向けて連携を整備した。不
登校対応では校内別室指導など、特別支
援教育コーディネーターとして支援方策
を学校全体で進めた。令和７年度東京都
学校保健研究会では、都内の養護教諭の
不登校対策推進に係る模範となった。

　教務主任として特色ある教育課程の編
成・実施を推進した。ICT活用により働き
方改革を進め、教員の在校時間を削減し
つつ学校評価を維持した。自主研修会を
実施して指導力向上に努め、「明日も行こ
うと思える楽しい学校づくり」の実現に貢
献した。多数の執筆の実績がある。

　第３学年主任および登校支援コーディ
ネーターとして、優れた生徒指導を実践
した。校内別室の利用推進と外部機関と
の連携による教育相談を充実させ、都・
区・校内の生徒指導の発展に寄与した。
ICTを活用し、思考力・判断力・表現力を
育成する問題解決学習に取り組んだ。

　６年生の「おおたの未来づくり」で東邦
大学の研究室と連携した授業開発に取り
組んだ。企業連携による「元気���倍ピ
ザ」の販売を通じ、地域創生へ大きく寄与
するとともに、他校の参考となるカリキュ
ラム開発を実践した。

　誰一人取り残さない個別最適な学び
の充実を目指す研究として、単元内自由
進度学習の可能性を探究した。成果を区
内外へ発信し、指導方法を見つめ直す機
会を提供した。児童には自分のペースで
学ぶ喜びと充実感を広く届けた。
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教育委員会の会議録
☆教育委員会の会議録につきましては、右の二次元コードから教育委員会ホームページの該当ページでご確認いただけます。

教育委員会の開催予定日
■日程　４月28日（火）　５月25日（月）　６月29日（月）
■時間　午後２時から
■場所　蒲田五丁目３７番１号 ニッセイアロマスクエア５階 教育委員会室

▲ 教育委員会の
　 会議録

教育総務課 庶務係　TEL ： 03‒5744‒1422　FAX ： 03‒5744‒1535問合先

教育総務課 庶務係　TEL ： 03‒5744‒1422　FAX ： 03‒5744‒1535問合先

令和�年度
教育予算 笑顔とあたたかさあふれる未来を創り出す力を育てます

　令和８年度の大田区一般会計予算の総額は３,６８５億円、そのうち教育関係予算は607億円（総額の16.5％）となっています。
　今年度は、大田区の教育分野の基本計画である『おおた教育ビジョン（令和６～10年度）』の中間年にあたります。教育
委員会では、子育て・教育が区政の最重要課題の一つであることを踏まえるとともに、おおた教育ビジョンが掲げる理念
「笑顔とあたたかさあふれる未来を創り出す力を育てます」を実現するため、各施策に取り組みます。

詳細は、大田区ホー
ムページからご覧
いただけます。

▶ OGCルームを活用した授業 ▶ シビック・アクションの取組▶ キャリア探究の取組▶ ALTを効果的に活用した授業の様子

▶ 学びの多様化学校（学校型）の
鳥瞰イメージ

▶ 合同部活動（O.T.A.Dance Team）の様子

▶ こどもバスケットボールクラブの様子

▶ ラーニング
    コモンズ
    イメージ図

▲学習室

　区独自の国際教育として実施しているおおたグローバルコミュニケーション
（OGC）を推進し、英語力の向上と豊かな国際感覚をはぐくむ教育を推進します。

国際都市おおたを担う人材の育成

一人ひとりの個性と能力を伸ばす教育環境の整備

個性と能力を発揮するため
の基礎となる力の育成

　区では、障がいのある児童・生徒の自立や社
会参加に向けた主体的な取り組みを支援する
という視点に立ち、児童・生徒一人ひとりの教
育的ニーズを把握し、それに対応した適切な
指導や支援を行うために、特別支援学級（固
定学級）を設置しています。
　知的発達に遅れがなく、自閉症や情緒障が
いにより在籍学級での学習に適応することが
困難な状況にある児童・生徒の学びの場とし
て、「自閉症・情緒障害特別支援学級」を令和８
年４月に道塚小学校に開設します。小学校は大
森東小学校、嶺町小学校に続き３校目の開設
となります。
　なお、令和９年度には松仙小学校に小学校
17校目となる、知的障害特別支援学級の開設
を予定しています。

学務課 学事係　TEL ： 03‒5744‒1429　FAX ： 03‒5744‒1536問合先

学務課 特別支援教育担当　問合先
TEL ： 03‒5744‒1440　
FAX ： 03‒5744‒1536

学校にかかる費用の一部を支給します（就学援助）

「第三回おおた地球さんご賞」作文・エッセイコンクール入賞作品・入賞者発表

特別支援学級の新設

令和�年�月�日開設

道塚小学校

援助内容

申請方法

①生活保護を受けている（要保護認定者）
②同一生計を営む世帯全員の令和７年中の総所得金額等が認定基準所得金額に満たない（準要保護認定者）
※直近で家計が急変した世帯については、問合先までご相談ください。

対象

●認定された場合は、下表のア・イの援助が受けられます。ただし、認定区分・学年及び申請月によって費目
　や支給額は異なります。
●要保護認定者（生活保護受給者）の方は、下表のアの費目について生活保護費から支給されるため就学
　援助での支給はありません。
●就学援助は、認定された方に就学援助費を支給するものであり、教材費等の学校納付金が免除されるもの
　ではありません。学校からの案内を確認の上、お支払いください。

　４月上旬に学校から配布する「令和８年度就学援助費受給申請書」を期日までに学校へ提出してください。なお、
大田区以外の区市町村立及び国立・都立・私立小中学校に通っている場合は、下記までお問い合わせください。

※認定基準所得金額は、家族の
　年齢構成等によって異なります。
　表の金額は、あくまで目安です。

《認定基準所得金額の目安》 世帯人数

給与所得の目安
収入の目安（参考）

5人

489万円
666万円

4人

407万円
563万円

3人

363万円
509万円

2人

302万円
433万円

○給食費　　○学用品費　　○新入学用品費　　○体育実技費（購入者のみ）
○通学費（特別支援学級（固定）通学者のみ）

○校外授業費　　○移動教室参加費（参加者のみ）　　○修学旅行参加費（参加者のみ）
○クラブ活動費（小学校第４～６学年のみ）　○卒業アルバム費（購入者のみ）　○医療費（対象疾病のみ）

※上記費目について、保護者の負担がない場合は支給対象外となります。
※新入学用品費について
　新入学用品費は、入学前に支給を行っています。令和９年４月に中学校へ入学するこどもがいて、入学前に
　受給を希望する場合は、小学校第６学年の時点で就学援助の申請を行ってください。

ア

イ

教育総務課 教育地域力推進担当　TEL ： 03‒5744‒1447　FAX ： 03‒5744‒1535問合先

大田図書館　TEL ： 03‒3758‒3051　FAX ： 03‒3758‒3625問合先

　こどもたちの水や環境問題に対する意識を高めるきっかけとなることを目的に
募集した「第三回おおた地球さんご賞」作文・エッセイコンクールの入賞者が決定
しました。今年度は447作品（小学生115作品、中学生332作品）のご応募があり
ました。

　このコンクールは、令和４年度に福岡県でスタートした「地球さんご賞」事業の
大田区版であり、大田区では３年目となります。今年度は全国９か所（福岡県、岡山
県、静岡県、富山県、宮崎県、佐賀県、大分県、沖縄県、大田区）で実施しています。

主催：一般社団法人水のもり文化プロジェクト
共催：大田区教育委員会

　「第13回大田区図書館を使った調べる学習コンクール」
を開催しました。このコンクールでは、身近な疑問や不思議
に思うこと、興味があることなど自由にテーマを決めて、ど
のように調べ、その結果何がわかったかを作品としてまとめ
るものです。
　令和７年度は、区内の小・中・高校生から1,169点の応募を
いただき、小学生の部から14点、中学・高校生の部から４点を
入選作品に選定し、第29回全国コンクール（主催：公益財団
法人図書館振興財団、後援：文部科学省、観光庁、総務省ほ
か）へ推薦しました。

▶ 表彰式の様子

▶ 詳細はこちらから

区内在住の小中学生の保護者で、下記のいずれかに該当する方

【優良賞】
中治ひより（相生小学校５年）
望月航（私立明治大学付属明治中学校２年）
石原歩佳（高等学校２年）

【奨励賞】
倉田莉子（東六郷小学校３年）
瀬戸健太（大森第十中学校２年）
向井悠乃（私立桜蔭中学校３年）

図 書 館 を 使 っ た 調 べ る 学 習 コ ン ク ー ル 全国コンクール入選結果

　ネイティブ・スピーカーが毎日
学校にいる環境にします。

外国語教育指導員(ALT)の
区立全小中学校に常駐配置

　公費負担で受験する学年を、区立中学
第３学年に加えて第２学年も実施します。

英検（実用英語技能検定）
公費受験対象の拡大

●不登校対応分教室「（仮称）みらいチャレンジ」
　の設置等【新規】
　校内設置型の不登校対応分教室を区立中学
校１校に設置し、不登校生徒が安心して学校生
活を送ることができるよう、実態に応じた支援
や配慮した教育を実施します。

●学びの多様化学校（学校型）の整備
　（実施設計）
　ふれあいはすぬま跡に新築により設置し、
令和13年度の開
校を目指します。
令和８年度は、施
設整備の実施設
計を進めます。

不登校施策の推進
　区立小中学校に通うすべての児童・生徒を対象に、
これまで家庭に負担していただいていた補助教材な
どに係る費用を公費で負担することで、子育てを社会
全体で支えます。

教材費等の無償化【新規】

　区立中学校において、実社会から
「探究課題」を設定し、課題解決や新
たな価値の創造にチャレンジする学
習を行います。令和11年度からの区
立全中学校実施に向け、令和８年度は
４校で研究実践します。

中学校版「おおたの未来づくり」の実施
によるSTEAM教育の推進

　学習習慣と基礎学力の定着、
放課後こども教室を活用した勉強
サポートを本格実施します。

放課後こども教室における
自主学習支援の
区立全小学校実施

こどもの成長を支えるための地域づくり 学校における働き方改革の推進

創造的な力の育成

7億8,393万円

１億5,475万円

８億8,735万円

　登校時間までの間、学校内で安全・安
心に児童が過ごせるよう、午前７時30分
から居場所の確保と見守りを行います。

小学校における朝の居場所づくり 　校庭や体育館などを貸出す
地域開放事業の外部委託を
区立全中学校に拡大し、学校
の業務負担軽減及び利用者
の利便性向上を図ります。

学校施設の地域開放外部委託

1億1，965万円

　多様な学びの場と機会の充実に向けた
取組として、令和９年度に松仙小学校に
知的障害特別支援学級を開設するための
環境を整備します。

特別支援教育の推進 533万円

　学校施設の更新を計画的に進め、児童・生徒により良い学習環境を提供します。

学校施設の改築 183億1,914万円

１億713万円

2,013万円

6,075万円

OGCルーム
（海外体験ルーム）
新たに５校設置！

≪改築校等一覧23校≫
◆入新井第一小学校
◆赤松小学校
◆東調布第三小学校
◆矢口西小学校
◆安方中学校
◆入新井第二小学校
◆馬込第三小学校
◆田園調布小学校

◆東調布中学校
◆馬込東中学校
◆中萩中小学校
◆石川台中学校
◆萩中小学校
◆出雲中学校
◆大森第五小学校
◆雪谷小学校

◆糀谷中学校
◆北糀谷小学校
◆池雪小学校
◆六郷中学校
◆西六郷小学校
◆大森第八中学校
◆蒲田中学校

　新たに２校で「学校内学童保育」を開設
します。
　また、学童の受け皿となる居場所環境を
整備するため、午後６時まで学校内で安全・
安心に過ごすことができる「放課後こども
教室プラス」を７校で試行実施します。

児童の安全・安心な放課後の居場所の
拡充

　学校と地域がともに学校運営に取り
組む制度であるコミュニティ・スクール
（学校運営協議会設置校）を令和８年度中
に区立全小中学校に導入します。

コミュニティ・スクールの全校導入
28億7,066万円 2,435万円

　区立全中学校を対象に計
114部活動の指導を事業者へ
委託するなどして、学校の実態
に応じた「部活動の地域連携・
地域展開」に取り組みます。

部活動の地域連携・地域展開の拡充(ハイブリッド型モデル事業
の区立全中学校での実施等) ６億9,349万円

4,290万円
※予定が変更になる場合があります。
　傍聴を希望する方は、あらかじめ下記問合先へご確認ください。
※手話通訳・要約筆記が必要な方は開催日１週間前までに、その他特別な配慮が
　必要な方は事前にご連絡ください。
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1面 ・令和８年度教育予算
2面 ・区議会第１回定例会　教育長所信表明
 ・こどもと教育長・教育委員の意見交換会を開催しました！
３面 ・令和７年度大田区教育委員会　教育実践功労者表彰
 ・令和７年度文部科学大臣優秀教職員表彰
4面 ・学校にかかる費用の一部を支給します（就学援助）
 ・特別支援学級の新設
 ・「第三回おおた地球さんご賞」作文・エッセイコンクール
   入賞作品・入賞者発表
　　 ・図書館を使った調べる学習コンクール

今号の主な内容


